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･po一arstratosphericc如ds(PSCs)areobservedbyalidaratNy-ÅlesundinDec.1994

andJan.1995.AnalysisofdepolarizationsuggestedthatPSCparticlesareconsistofsomekinds

ofparticles.

1.はじめに

名大S T E研と福大理学部は､ 1994年から冬季に､ Ny-AJesund (Svalbard, Norway :78.5-N,
12-E)にて､ライダーによるエアロゾル観測を実施している｡この場所の上空の成層圏は､冬季

のほとんどの場合北極渦のほぼ中心に位置し､ -80℃以下の低温となることが非常に多い｡この

ような低温琴では極成層圏賢(P,Sメc s)が発生することが知られてし.tる｡Y前回(1993/1994年
冬季)′には､ライダーl土よってPSC sからの信号が数回検出された｡
今冬季(1994/1995年)は1皇月中旬から3月中勧こかけて観測を実施した｡観測中､ 12月上

旬から1月下旬まで､下部成層圏の温度が低温になった期間があり､その間にPSCsが断簡的
に出現した｡ここでは全偏光解消度と散乱比を用いて､その時の混合したPSCs各粒子05特徴
を考察する｡

2.観測装置及び観測データ
我々のライダーシえテムは､ Nd-YAGレーザと30cmカセグレン望遠鏡を使用し､下部成層圏以

下のエアロゾル観測を主眼に作られた｡ 2-30kmの以下のデータの高度分轟を同時観測しでいる｡

①第2高調波(532nm)での散乱比(R)　　　　　エアロゾルの混合比に対応
②　　〝　(532nm)での全偏光解消度(6)　　非球形性に関係′

③基本波(1064nm)での散乱比CRf)　　　　　エアロゾルの混合叫こ対応
④後方散乱係数の波長依存性(α)　　　　　:エアロゾルの粒径分布に関係

これらのデータは､ PSCの徴物理やPSC上での不均｢反応を理解する上で貴重な情報を与
えるであろうことを期待している｡

3∫分新方法と考琴
ここでは､散乱比(良)及び全偏光解消度(8)を用いてPSCの粒子構成の変化について考え

る｡ R, 8は式変形により次のようになる｡
P.+S,
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Pサ+Sm

s,
p^^^B=^WBmmCBBI

P,- +S,
( -i種粒子の偏光解消度)

(`-土テロゾルの平均東光解消鹿)

(～i種粒子の混合比に対応)　'A ≡ 1 _R-1

ここで､ P､ Sはそれぞれ唐号の平行､垂直成分を示し､添字mは大気分子､ Hti種粒子を意味す
る｡

8,H･ 8ib号海手固有のものと仮定すると､ 8-Aグラフの傾きを見ることで､粒子構成を考察す
ることができる｡ 8-Aグラフの傾きは､ ･以下のようになる｡

･eOd

-∑M,(サ,-サ,)8,唇か･k
1度に1種類の粒子だけ増減すると仮定･Lた場合J上武より傾きは一定となる｡すなわち､偵き
の種類の数だけ､粒子が種類が存在するといえる｡また､ ∫種の粒子だけの増加の極限は､

Iim 6 -5,及びbn-A-1であるから､′これを用いてその粒子の偏光解消度を考察できる｡ Fig.1
Ms-◆∞　　　　　　　M. 防

の(d)は2種の粒子の混合､ (e)fま3種の粒子の混合と考えられる例である｡また(e)により､ 3種の
粒子の偏光解消度は､ 5^0%､ 82-数10%､ 63-0.5%と考えられる｡

3種の粒子だけ存在するものと仮定したときの､偏光解消度の高い敦子の分布を考える｡

Fig･1(e)より)82-　サるl-サ3押いえるから､下で定義するBは

B=一生生-8サー6,十Ml(51-63)十M2(82 -S3)苧CiM2-+Cj
A-I

となり､′第2種範子の分布を示すものと参る｡ Fi白.1(a,b,c)fま､全偏光解消唐とBの高度分布を比べ
たものである｡全偏光解消度が小さくなった時に､偏光解消度の高い粒子が少なくなるとは限ら
ないないことがわかる｡

Bめ使用例として､硝酸3水和物(NAT)の諸点と温度との差との関係(Fig.2)をあげておく｡

(a) 1994/12/30 (b) 1995/1/10 (c) 1995/1/ll
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Fig.1　(a,b,c) : Height distribution of scattering ratio,

depolarization and B{=-(8-S3)/(A-1)}.王} implies mixing ratio of

high- dep. particle. (d,e,f) : Relation between depoiarization

(=5) and A{=1-1/S.R}. (d) and (e,f) suggest mixing of two and

three kinds of particles respectively. 1) Background aerosol {83. ≠ゴ

0 > 2) Higトdep. particle 3) High- dep. particle {ち-0.5}
(a,d):1994/12/30 (b,e):1995/01/10 (c,f):1995/01/ll
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Fig.2　　Relation､ between dT and B or

depo暮arizatlon(=8) in ll JAN, 1995. qT is

de伽ed as difference between temperature

and NAT frost point. B implies mixing ratio of

high- dep. particle.
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